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ここでRo-挿 互 C盈 ≠｡p(3,y)- loこれらのパラメータは無髄 方で密度一定
(finingfactor-Z/)のself-consistentな解に一致するように決めた.線積分の経路は 譜と
yを結ぶ直線である.pとαは未定関数で後でself-consistencyconditionから計算される｡
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n.(r)= 声 こ て,n.(0)≡lo (23)
Eq･(23)はV?rtex解の条件 Eq･(16)を満たす.この形はlowestLandaulevelでt-0
の-電子状態にだけ電子をつめない状態から計算される｡すなわち,
(車f(y)4(I)).｡wd hnd" level,t.-芝(1- 2935')e-引叫 -2+if:eAidf`, (24)
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研究会報告
準粒子と反対の電荷を持つ反準粒子 (quaSiparticle)も同様な計算によって得られた｡反
準粒子の状態としては
〟
lpariicte)=a王,0 ∑F,(I?.I?･,)NaT1.2,Oat,.2,0-aTN.2,｡IO) (28)
Jl,J2,-,JⅣ=0
を考える｡n(r)紘
n_(r)-
r2(3-2r2)
er2+2r2-1)n_(0)-1 (29)
を用いる｡数値的にself-consistentな解を求めた結果､エネルギー固有値 ELは tの小さい値
で縮退が解けた｡この反準粒子の電荷はe/3で､角運動量はB-5,10,15,20【T]の時それ
ぞれ0.965/3,0.978/3,0.983/3,0.986/3となり､1/3に近い値を得た｡
ギャップェネルギー △ は､無限に離れた準粒子と反準粒子を生成するエネルギーの半分で
ある｡
A-(Ehote+Epa,ticte)/2･
実験的には△はdiagonalresisitivityの温度依存性pcc∝6-A/Tから決められる.
それぞれのVortexのエネルギーは
(30)
Evortec-写lvIEt-vEt'9'3'].喜/d2xd2yv'3-y'【'Uo'3･y']2-EU59'3''3,y'[2]･
(31)
ここでE,(9･S･)は→様な基底状態のエネルギー固有値でありUSg･8･)(まEq.(7)で与えられるO結
果はB=10,15,20【T]で正の有限なギャップェネルギーを得た く20lT]で △～0･4【K]).
また､B-5.5lT]でギャップは消失LB-5lq でギャップェネルギーは負になった｡
実験では我々の値より大きなギャップェネルギーが測定されている4｡また､laughlinの波
動関数5に基ず(計算では､さらに大きなギャップェネルギーが得られている｡しかし､大きな
ギャップェネルギーが測定された温度領域よりも低い温度領域におけるpccの温慶依存性につい
ては完全に理解されているとはいえず､我々の小さなギャップェネルギーは低い温度領域における
p" の温床依存性からは排除されない｡6-8また､どの実験でも△ はB～5lT]で消失し､我々
の得た結果とヰ致する｡この様なホール効果が起きる磁場の敷居値の存在を説明する理論は他にも
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｢低次元系の物性と場の理論｣
ぁるが､それらはすべてdisorderの効果によって説明している9･10｡それに対して我々の結果は
disorderがなくても敷居値が存在することを示している｡
4.Summary
我々は分数圭子ホール状態 (Z,-1/3)にある二次元電子系に対しbi-localmeanfield
を導入し､その古典解としてVortex解を数値的に構成した｡このⅥ}rtex解の電荷はちょうど
土e/3であり､角運動量は近似的に土1/3である｡よってVbrtex解を準粒子と考えたとき､こ
の準粒子は分数統計に従うことが予想される11｡
我々はまた､準粒子と反準粒子を生成するエネルギーからギャップェネルギーの磁場依存性を
調べた.その結果､B>5.5【T]で正の有限なギャップが得られ､基底吠腰がincompressible
であることが示された｡B-5.5lTl以下ではギャ･リブは負になり､-様なmeanfieldは不安定
になった｡
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